
 

 

□ 題 字  川崎 賢二 
□ 例 会  毎週水曜 
□ 会 場  都ホテル岐阜長良川 
 
 
 

□ 会 長 川崎 賢二 
□ 副会長 近藤 祐司 
□ 幹 事 波多野光裕 
会報委員長 湖山 浩行 
 

会長挨拶 【川崎 賢二 会長】 
                      会長挨拶 続き 

                      
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前回の記録 
第 1883 回 例会 5 月 17 日（水） 
卓話（9） 
ガバナー補佐訪問 
 
 
担当：前田裕弘会員 中野会員 

 

本日の予定 
第 1884 回 例会 5 月 24 日（水） 
職場例会 
 
 
 
担当：職業奉仕委員会 

 

次回の予定 
第 1885 回 例会 6 月 7 日（水） 
慶祝行事 
卓話（10） 
 
 
担当：谷藤会員 島戸会員 
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的なお話があり、また、石井様からは、次期に

向けての力強い抱負を語っていただくため、そ

のお時間を考えますとタイトな予定となりま

す。私の会長挨拶に時間がかかりますと、松尾

様の卓話の時間にも影響が及んでしまいますの

で、早速、座右の銘のご披露に参ります。 
１月には新春特別企画として、第２６３０地

区ガバナーの高橋伸治様、本日ご来訪の地区岐

阜Ａグループ ガバナー補佐の深貝様、地区代表

幹事の山岡利安様、それぞれの座右の銘のご披

露をさせていただきました。深貝様にはその節

は大変お世話になりました。ありがとうござい

ました。 
本日から特別企画第２弾でございます。題し

て『波乱万丈 女の人生』として、次回の例会

にわたり、女性会員の座右の銘をご披露します。

本日は、谷田育子会員でございます。職業分類

は農産物加工であります。こんにゃくや寒天等

の製造及び販売を営む株式会社谷田商店の経営

者であります。会社は、昭和２９年に揖斐川町

にて創業し、昭和４２年に法人化、その後、池

田町に会社移転をし、現在は代表取締役会長と

してご活躍されております。我がロータリーク

ラブでも初の女性会長を務められました。 
そのような谷田会員の座右の銘は、『慈悲』（い

つくしみのこころ）でございます。以下、谷田

 皆様、こんにちは。先程、親睦交流委員会から

もご紹介がございましたが、本日は、第２６３０

地区 岐阜Ａグループのガバナー補佐であります

深貝一仁様、及び同グループ 次期ガバナー補佐 
石井亮一様が、ご多忙の中をわざわざ我がクラブ

にご来訪くださいました。誠にありがとうござい

ます。後ほどご挨拶を頂戴したいと存じます。本

日は、よろしくお願いします。 
本日の例会は、会員による卓話でございます。

担当の中野直人会員、よろしくお願いします。ま

た、卓話の講師として松尾出版の松尾一様にもご

来訪いただいております。後ほど楽しみにしてお

ります。 
本日ですが、今年度最後となります地区役員の

ご来訪ということで、深貝様からも今年度の総括



 

 

会長挨拶 続き 
                         会長挨拶 続き 

                         

 
                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いうお気持ちをも抱きながら、日々経営をされ

ていることと思います。それが、これまでの会

社の業績に反映していることを私は確信してい

ます。谷田会員、素敵な座右の銘をご紹介くだ

さり、ありがとうございました。 
地区の次期役員の方がご来訪される時期とな

りました。次第に今年度も終わりに近づいてい

ることをひしひしと実感できます。私の残され

た会長職の任期をソフトランディングできます

よう、気を緩めずに職責を全うしていく所存で

ございます。 
会員の皆様には、相変わらぬご支援とご協力

をお願い申し上げまして、私の会長挨拶とさせ

ていただきます。本日もどうかよろしくお願い

申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

出席報告                  
                      
会員数：39 名 
出席数：28 名／39 名 
出席率：71.79％ 
欠席者：11 名（出席免除 3 名） 
来訪者：卓話者 松尾 一 様 
    ガバナー補佐 深貝一仁 様 
    次期ガバナー補佐 石井亮一 様 

会員からのご説明です。 
 経済が発展し、社会が豊かになるにつれて、

失われていくと思われるいつくしみの心は、人

間として一番大切にしなければならない心では

ないかと思います。すべての人が慈悲の心を持

ち、相対する人に接すれば世の中のあらゆる犯

罪や戦争などなくなるのではないかと思われま

す。社会が高度化し、文明の利器が発明されて

便利になり、人は生きやすくなったかと思われ

ますが、なぜかその反対に心は貧しくなり、生

きづらさに蝕まれて心の病を患ってしまいま

す。私自身、いつもいつくしみの心を忘れない

ようにしているかと思えば、そうではない自分

が心の中にあって、まずは自分の中の悪い自分

と戦うのが出発です。 
 相手を恨んで人差し指を相手に向けると残り

の３本の指が自分を指し返している、という言

葉があります。それは、相手に対する憎しみの

エネルギーが３倍になって返ってきて、自分の

心が汚れる、という意味だそうです。 
 いつも自分の心が汚れないように慈悲の心を

持ち続けたいものです。 
とのことです。私の方でも調べましたので、付

け加えます。「慈悲」は「慈」と、「悲」という

意味に分かれています。「慈」とは、苦しむ人の

苦しみを抜いてやりたい。「悲」とは、喜びを与

えてやりたい、という意味があります。合わせ

ますと、楽を与え、苦しみを抜くことを願う心

のことであります。言い換えますと「思いやり」

の心ではないでしょうか。相手を慈しみ、どう

にかして相手の苦しみや悲しみを取り除きとっ

て、楽を与えてあげたい、という他人の心を思

いやることが慈悲の心であります。 
「慈」には、苦しんでいる人や困っている人

を見て、可哀想なので何かしてあげられないで

あろうかと思う気持ちという意味があり、「悲」

には、相手を喜ばせたい、楽しませたい、笑顔

にさせたい、という心のことを意味します。こ

れは、相手が幸せだと自分も幸せな気持ちにな

る、ということを意味します。これは、ロータ

リークラブの精神に通ずるものではないでしょ

うか。 
谷田会員も、正に『慈悲』の意味を基礎にし

て、きっと困っているお客さんに何かしてあげ

たい、健康で過ごすために何かできないか、と

谷田育子会員の座右の銘 



 

 

例会行事 ガバナー補佐訪問 
                       

委員会・同好会報告事項（敬称略） 
                       

ニコニコBOX（敬称略） 
                       委員会・同好会報告事項 続き 

                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 競技者名 GROSS  H.D NET 
１ 岡田一二三 ９３ ２４．０ ６９．０ 
２ 古野登喜夫 ８４ １３．０ ７１．０ 
３ 島戸 龍史 ９９ ２２．０ ７７．０ 

   

※卓話内容は岐阜北ロータリークラブHP へ掲

載します。 

深貝一仁様：一年間お世話になりました。あり

がとうございました。 
石井亮一様：次期ガバナー補佐を務めます岐阜

クラブの石井です。７月からよろ

しくお願いします。 
川崎 賢二：深貝様、石井様、本日はご来訪あ

りがとうございます。本日はよろ

しくお願いします。 
河村 訓陸：祝っていただいて！ 
山口 八郎：深貝ガバナー補佐をお迎えして！ 
片桐順一郎：今日も元気で 
岡田一二三：年次報告書できました。 
前田 吉彦：深貝ガバナー補佐様、石井次期ガ

バナー補佐様、ご来訪ありがとう

ございます。 

・次期ガバナー補佐 石井亮一様 

・第１１回 岐阜北ＲＣゴルフ同好会 
日程：２０２３年５月１８日木曜日 
会場：三甲ゴルフ倶楽部 谷汲コース 
 
優 勝 岡田一二三 
準優勝 古野登喜夫 
第３位 島戸 龍史 

ニアピン  ＮＯ． ４ 島戸 龍史 
      ＮＯ． ７ 近藤 祐司 
      ＮＯ．１３ ― 
      ＮＯ．１７ 近藤 祐司 
ドラコン  ＮＯ． ６ 古野登喜夫 
      ＮＯ．１４ 島戸 龍史 
大波小波 波多野光裕 
平 和 近藤 祐司 
ベスグロ 古野登喜夫 

・ガバナー補佐 深貝一仁様 



 

 

例会行事 卓話 担当：前田裕弘会員 中野会員 
                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回例会のご案内 
                      
第 １８８５ 回 例会 ６月７日（水） 
慶祝行事 
卓話（１０） 
担当：谷藤会員 島戸会員 

・まつお出版 代表 松尾 一 様 
卓話『岐阜は、日本の東西文化の交流点』 

会報・広報 ５月担当 渡辺俊介（臨時） 
※卓話内容は岐阜北ロータリークラブHP へ掲

載します。 


